
 

 

 

 

 

 
 
 
 
ﾄｩﾌﾞ県社会保険事務所 ISO認証取得！ 
 

  

ﾄｩﾌﾞ県社会保険事務所 ISO認証獲得！ 
 3月 7 日、トゥブ県

社会保険事務所の品質・

サービスマネジメントシ

ステムの国際規格である

ISO9001-2015の認証を

受け、セレモニーに高梨

専門家が同席しました。 

プロジェクトは、今ま

で同事務所と、更なるお

客様サービスの向上や業務改善のために、接遇サービス向

上研修を実施したり、定期的に業務改善にかかる報告を受

けたり、職員と高梨専門家との間で意見交換を行ったりす

るなど、協力を行ってき

ました。 

 

このような素晴らしい

結果に結びついたのは、

Oyuntuya トゥブ県社会

保険事務所長をはじめと

する同事務所の職員全員

のチームワークと、絶え間ない努力の結晶だと考えます。

認証を受け取るセレモニーにおいても、同県事務所職員全

員が一丸となって準備に取り組んだそうです。 

 

プロジェクト一

同、心からお祝い

申し上げますとと

もに、今後とも密

に協力を進めてい

きたいと思いま

す。  

 

高梨専門家の

離任 

  私が 2016年 5月 31日に着任して以来、1年 10ヶ月が

経ちました。専門家として着任した当初は、プロジェクト 

 

 

 

オフィスもなく、

アシスタント職

員、ドライバーも

いない全くのゼロ

からのスタートで

したが、ここまで

プロジェクトを進

めることができた

のは、モンゴル労

働・社会保障省や社

会保険庁の方々をはじめ多くの関係者の皆様のご支援のお

かげです。本当にありがとうございました。 

  このプロジェクトが始まって間もなく２年が経とうとし

ています。これまでは、プロジェクトが、ウィークリーミ

ティング、日本での研修や短期専門家による研修等を通じ

て、日本の社会保険実務に関する知識や経験をお伝えする

ことを主に行ってきました。今後は、これまで学んだこと

を生かして、モンゴルの国民にとってより良いサービスを

提供するため、お客様サービスをはじめ社会保険実務をど

のように改善したら良いのか、皆様自身で考え、行動に移

していたいただければと思います。 

  私の好きな言葉に「継続は力なり」という言葉がありま

す。何事においても継続することは大変な努力が必要であ

り、地道な努力を続けていけば、やがて積み重ねが力とな

っていくという意味です。 

  ぜひ、モンゴルの社会保険庁で行っている昼休みの開庁

などの業務改善の取組みを継続していただき、モンゴル社

会保険庁が他の行政機関の模範となってモンゴルで一番の

行政サービスが提供できる組織となるよう地道な努力を続

けていただきたいと思います。 

  私は、日本に戻っても引き続き日本年金機構で年金実務

の仕事に携わります。今後とも、モンゴルの皆様のために

できる限りの支援をさせていただきたいと思いますので、

引き続きよろしくお願いします。 
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認定証の授与の様子 

取材を受ける高梨専門家 

セレモニーの様子 

ｵﾄｺﾞﾝﾃﾝｹﾞﾙ山にﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの成功を祈願する高梨専門家 



 

 

連載：草原の国の社会保障（第 22 話）

“昔の賃金の再評価” 

 皆さま、こんにちは。今回は、昔の賃金を現在の価値に

評価し直すことについて説明します。そこで、まず皆さん

が最初に働いた時にもらった給与額について、思い出して

みてください。 

 働き始めて最初にもらう給料、初任給といいますが、こ

の金額は年によって違います。例えば、大学を卒業した男

性の 1976年の初任給の平均は 94,300 円でしたが、1995年

の初任給は 194,200円です。2倍以上の差がありますよ

ね。 

 では、1976年に働き始めた人と 1995 年に働き始めた人

の保険料額について検討してみましょう。計算を簡単にす

るため、保険料率をどちらも 10％だったと仮定してみる

と、前者は 9,430円、後者は 19,420円になります。その上

で、この金額を基礎として年金給付額を計算すると、後者

の方が多くなりますよね。大学卒業後すぐに働き始めた者

の能力は、1976 年も 1995年であっても、それほど変わり

ません。ところが、昔の平均的な給与額を基に年金給付額

を計算してしまうと、現在の金銭価値よりも低い額と算定

されてしまいます。時代が変わり金銭の価値が変化する結

果、こうしたことが起きてしまうのです。 

 こうした不公平を防ぐため、日本では、過去に支払った

保険料の額を「現在価値」に換算する作業を行っていま

す。簡単に言えば、1976年の給与額と、1995年の給与額

を、現在の給与額と「同一価値」であるとみなして計算し

直すということです。そうすることで、40 年前の金銭価値

を現在の価値に換算し直し、現在の価値でもって年金給付

額を受給することができるのです。 

年金制度は長期間にわたる保険です。このため、長 い期

間による様々な影響を勘案していくことが必要なのです。        

JICAチーフアドバイザー 山下 護 

名古屋大学日本法教育研究ｾﾝﾀｰでの講義 

 モンゴル国立大学法学部名古屋大学日本法教育研究セン

ターにおいて、山下チーフアドバイザーがモンゴルの学生

に対して、社会保険についての講義を行いました。今回

は、「平均寿命の意味とモンゴルの高齢化」、「人口ボー

ナス期と高齢化を迎える時

期」、「健康保険の意義」と

いう 3部構成で行いました。

学生の皆さんは、上記のテー

マに沿った事前課題にグルー

プで取り組み、まず最初にそ

の発表をしてもらったあと、

山下チーフから課題へのコメ

ントと説明がありました。 

 特に、「年金受給年齢の引き上げについて、どう考える

か？」という課題では、グループごとに賛成・反対と意見

が分かれ、その理由についても学生は一生懸命考えて発表

をしており、興味深いものとなりました。山下チーフアド

バイザーからは、課題を考えるには、今は若い人々が大勢

を占めるモンゴルも、将来は必ず高齢化がやってくるこ

と、平均寿命と平均余命の違いを理解することが必要であ

ることをデータを用

いて説明をしまし

た。 

 講義をさせていた

だく貴重な機会を与

えてくださった  

名古屋大学日本法教

育研究センターの先

生方に、改めて深く感謝を申し上げます。 

山下ﾁｰﾌのｱﾙﾊﾝｶﾞｲ県社会保険事務所訪問 

 山下チーフはアルハンガイ県を訪れ、任意加入の促進

に成果をあげた同県社会保険事務所インスペクターのア

ズマー氏にインタビューしました。毎年実施している家

畜数調査に同行し、遊牧民のお宅を訪問し、家族の数や

年齢などをヒアリングするとともに、この内容をデータ

ベース化しているとのことです。また遊牧民の保険料の

支払い契約書の更新時期を把握し、更新が必要な遊牧民

については、事前に

村に駐在する社会保

険の職員に伝え、保

険料納付が滞らない

ようにしているとの

ことでした。 

 遊牧民の生活に寄り

そった対応を心がけ

ることで、遊牧民から信頼される

職員です。 

  

SINRAI プロジェクト・オフィス住所・連絡先 

住所：Khuulichid Street, Chingeltei District, Ulaanbaatar 15160, モンゴル社会保険庁内  
６階 602 号室  電話(FAX)番号：(+976)-11-325125  
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学生による発表 

講義後に学生さんと 

表彰を受けるｱｽﾞﾏｰさん（右） 
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